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国 語 Ⅰ（ Japanese Ⅰ ） 
 

1 年・通年・３単位・必修 
 
機械，電気，電子制御，情報工学科 

担当 刀田 絵美子 

物質化学工学科 

 担当 刀田 絵美子，中西 潔 

〔準学士課程(本科 1-5 年) 

学習教育目標〕 

（３） 

〔システム創成工学教育プログラム

学習・教育目標〕 
〔JABEE基準〕 

〔講義の目的〕 
日本語の能力を総合的に高める。他者との相互理解や相互伝達を円滑なものにするために、理解

力や表現力とそれらを支える思考力や感性を培う。また、言語文化への理解を深め、多様な価値観

を知ることを通して、豊かな人間性を育んでいく。 

〔講義の概要〕 
高等学校第１学年に相当する国語の力を身につけるため、高等学校用の教科書を使用し、様々な

文章を読み、多様な考えに触れる。自分が感じたり、考えたりしたことを口頭や文章によって表現

する機会、クラスメイトの意見や考えに触れ、検討や議論を通して自分の考えを深める機会をもつ。

週３時間のうち、２時間を現代文、１時間を古典（古文・漢文）の時間に当てる。 
 

〔履修上の留意点〕 
現代文・古典ともに授業前に教科書を読み、ノートに意味調べを行うこと。受講生には定期的に

ノート提出を義務づける。古典ではあらかじめ本文を印刷したプリントを配布する。ノートに貼っ

て、必要な箇所は各自で現代語訳をしておくこと。作文や創作の時間を有効に使えるように、問題

意識を持って文章を読んだり、自分や自分の身の回りの世界に目を向けたりしておくこと。 
２週間に１回、漢字テストをする。 

〔到達目標〕 
前期中間試験：１）基本的な漢字や語句の知識を身につける。２）論理的な文章の構成がつかめる。 

          ３）古文を正確に音読できる。４）古文の内容を理解する。 

前期末試験：  １）基本的な漢字や語句の知識を身につける。２）漢文が正確に訓読できる。 

          ３）文章の主題をつかむことができる。 

後期中間試験：１）基本的な漢字や語句の知識を身につける。２）文章の論理展開をつかむことができる。 

          ３）古文で用いられる待遇表現を理解することができる。 

学年末試験： １）基本的な漢字や語句の知識を身につける。２）漢詩の基礎知識を身につける。 

       ３）文章を主体的に読解できる。 

〔評価方法〕 
定期試験成績（６０％）を基本とし、これに漢字テスト（１０％）、課題・ノート提出（１５％）、

授業態度（音読・発表への取り組み姿勢１５％）を加えて総合的に評価を行う。 

〔教 科 書〕 
教科書名：「国語総合 改訂版」（大修館書店） 
 
〔補助教材・参考書〕 
「新国語便覧（新版初訂）」（第一学習社），「高校漢字必携」（第一学習社），プリント（教員自作）

 〔関連科目〕 
国語の運用能力は、人文科学や社会科学系ばかりでなく、自然科学系の科目の基礎にもなること

に留意して学習すること。 
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講義項目・内容 

週数 現代文講義項目 講義内容 古典講義項目 講義内容 自己 
評価＊

第１週 
ガイダンス 

詩 
吉原幸子「しろい春」 

ガイダンス 
古文入門 

『宇治拾遺物語』「絵仏師良秀」

① 
第 2週 随想 池田香代子「真実の鏡」① 物語 同上② 

第 3週 随想 同上② 文法 古典文法練習① 

第 4週 随想 同上③ 随筆 
『徒然草』「これも仁和寺の法

師」① 
第 5週 小説 村上春樹「鏡」① 随筆 同上② 

第 6週 小説 同上② 随筆 『徒然草』「高名の木登り」 

第 7週 小説  同上③ 文法 古典文法練習② 

第 8週 
前期中間試験解説 
評論 

港千尋「知識の扉―学ぶことの

身体性―」① 
前期中間試験解説

漢文入門 
「漢文訓読のきまり」 
「格言」 

第 9週 評論 同上② 故事成語 「蛇足」  

第１0週 評論 同上③ 物語 『伊勢物語』「筒井筒」① 

第１1週 日本語 
俵万智「短歌を訳す―言葉の壁

を越えて」① 
物語 同上② 

第１2週 日本語 同上② 物語 同上③ 

第１3週 短歌 短歌① 古代の史話 「先従隗始」① 

第１4週 短歌 同上② 古代の史話 同上② 

第１5週 短歌 同上③ 古代の史話 同上③ 

前 期 期 末 試 験 

第１6週 
前期末試験解説 
寓話 

安部公房「良識派」① 
前期末試験解説 
物語 

『平家物語』「祇園精舎」① 

第１7週 寓話 同上② 物語 同上② 

第１8週 評論 
内山節「自然と人間の関係を通

して考える」① 
物語 『平家物語』「木曾の最期」①  

第１9週 評論 同上② 物語 文法 同上②   

第 20週 評論 同上③ 物語 同上③   

第 21週 評論 
原島博「メディアとしての顔」

① 
物語 同上④   

第 22週 評論 同上② 文法 古典文法練習③   

第 23週 
後期中間試験解説 
小説 

川端康成「バッタと鈴虫」①
後期中間試験解説

漢詩入門 
漢詩のきまり①   

第 24週 小説 同上② 漢詩 杜甫「絶句」柳宗元「江雪」   

第 25週 小説 同上③ 唐詩 王維「送元二使安西」   

第 26週 小説 同上④ 唐詩 
白居易「香炉峰下、新卜山居、

草堂初成、偶題東壁」① 
  

第 27週 評論 
河合隼雄「「母性」と「父性」

の間をゆれる」① 
論語・孟子 

論語「葉公語孔子曰」 
孟子「孟子曰」①   

第 28週 評論 同上② 論語・孟子 同上②   

第 29週 評論 同上③ 日記 『土佐日記』「門出」① 

第 30週 詩 中原中也「一つのメルヘン」 日記 同上② 

学 年 末 試 験 
＊４：完全に理解した, ３：ほぼ理解した, ２：やや理解できた, １：ほとんど理解できなかった, ０：まったく理解できなかった． 


